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ト
ピ
ッ
ク
ス

○
石
造
釈
迦
如
来
坐
像
＝
平
　

　
宗
教
法
人
性
源
寺
所
有

　
江
戸
時
代
以
前
に
造
ら
れ
た

石
造
の
仏
像
は
県
内
で
も
珍
し

く
、
ま
た
、
背
面
ま
で
省
略
す

る
こ
と
な
く
彫
り
起
こ
し
た
、

独
立
し
た
丸
彫
り
の
遺
品
と
な

る
と
一
層
少
な
く
、
市
内
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
像
高
は
現
状
で
百
十
八
・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
の

時
代
で
は
木
造
の
像
で
も
こ
れ

ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
は
ま
れ

で
す
。
石
造
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

堂
々
と
し
た
体
つ
き
に
衣
の
ひ

だ
の
彫
り
出
し
な
ど
は
手
堅
く
、

仏
師
の
確
か
な
技
量
が
う
か
が

え
ま
す
。
造
形
的
に
も
優
れ
た

遺
品
と
言
え
、
石
造
で
あ
る
こ

と
と
併
せ
て
文
化
財
と
し
て
高

い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

○
御
宝
殿
熊
野
神
社
鉾
立
神
事

　
衣
装
＝
錦
町
　
御
宝
殿
熊
野

　
神
社
稚
児
田
楽
風
流
保
存
会

　
所
有

　
「
衣
」
の
分
野
で
の
有
形
民

俗
文
化
財
は
、
芸
能
の
衣
装
や

野
良
着
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

祭
礼
衣
装
が
残
る
こ
と
は
非
常

に
珍
し
く
、
数
が
そ
ろ
っ
て
い

る
こ
と
も
貴
重
で
す
。

　
ま
た
、
襟
の
付
け
方
を
見
る

と
、
当
時
の
人
た
ち
が
布
の
使

用
量
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と

を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
襟
に
は
一
着
ご
と
に
天
明
三

年
の
墨
書
が
あ
り
ま
す
が
、
比

較
的
保
存
状
態
が
良
く
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
御
宝
殿
熊
野
神
社
の
祭
礼
に

お
い
て
使
用
さ
れ
る
衣
装
と
し

て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

い
わ
き
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財

　
市
教
育
委
員
会
は
、
五
月
六
日
、
新
た
に
一
件
の
有
形
文
化
財
と
一
件
の
有
形
民

俗
文
化
財
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
指
定
文

化
財
は
百
九
十
五
件
と
な
り
ま
し
た
。

有
形
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財

石造釈迦如来坐像

し
ゃ
　
か

ざ
　
ぞ
う

ほ
こ
　た
て

ふ
り
ゅ
う

御宝殿熊野神社鉾立神事衣装

風力発電事業の運用管理等に関する各種三者協定を
締結
　４月14日に、地域住民の安全・安心を最大限に確保する
観点から、風力発電事業に関する各種三者協定を締結しま
した。
○田人風力発電事業の運用管理等に関する協定
▶締結者　田人地区区長会、株式会社ユーラスエナジー
　ホールディングス、市
○三大明神風力発電事業の運用管理等に関する協定
▶締結者　遠野町区長会、株式会社ユーラスエナジーホー
　ルディングス、市
○三大明神風力発電事
　業の運用管理等に関
　する協定
▶締結者　三和町区長
　会、株式会社ユーラ
　スエナジーホール
　ディングス、市 各関係者がそろって三者協定を締結
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連
載
シ
リ
ー
ズ

い
　と
　ざ
わ

な
が
と
ろ

絵
は
が
き
の

　中
の

　「い
わ
き
」

絵
は
が
き
の

　中
の

　「い
わ
き
」

渓
谷
美
を
紹
介
・
遠
野
地
区

　
二
級
河
川
の
鮫
川
は
、
田
人
町
の
渓
谷
を

東
進
し
遠
野
町
に
差
し
掛
か
り
、
一
度
、
盆

地
状
の
地
形
の
中
を
緩
や
か
に
流
れ
た
後
、

南
に
流
れ
を
変
え
て
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
る
深
い
峡
谷
の
鮫
川
渓
谷
に
入
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
南
北
方
向
に

伸
び
る
井
戸
沢
断
層
に
沿
っ
て
硬
い
岩
石
が

粉
砕
さ
れ
、
Ⅴ
字
形
に
侵
食
さ
れ
て
弱
く

な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
川
が
非
常
に
険
し
い
渓

谷
状
を
成
し
て
流
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
鮫
川
渓
谷
に
は
龍
神
峡
、
ず
る
び
き

滝
、
大
滝
、
長
瀞
、
犬
戻
し
、
金
也
渕
な
ど

の
野
趣
に
富
ん
だ
絶
景
が
点
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
組
み
絵
は
が
き
と
し
て
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
　
　

　
時
代
を
経
て
、
い
わ
き
地
方
の
工
業
化
が

進
み
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
九
月

に
は
、
渓
谷
の
南
寄
り
に
工
業
用
水
や
上
水

道
用
水
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
洪
水
調
節

を
備
え
た
多
目
的
の
ダ
ム
「
高
柴
ダ
ム
」
が

完
成
し
、
同
年
十
月
か
ら
通
水
を
開
始
し
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
渓
谷
美
は
人
工
湖
「
た

か
し
ば
湖
」
に
沈
み
ま
し
た
。

　
渓
谷
美
が
残
っ
た
ダ
ム
湖
の
入
口
・
龍
神

峡
で
は
、
遠
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
晩

秋
に
紅
葉
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

※

龍
神
峡
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
影
響

　
に
よ
り
、
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
た
め
、

　
現
在
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

　明
治
時
代
に
誕
生
し
た
絵
は
が
き
は
、

新
聞
と
並
ん
で
、
重
要
な
情
報
伝
達
媒
体

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　絵
は
が
き
に
残
る
当
時
の
風
景
な
ど
を

通
し
て
、
市
内
十
三
地
区
の
歴
史
や
文
化

を
ひ
も
と
き
ま
す
。

鮫川渓谷の大滝（現在の龍神峡付近）が描かれた絵
はがき「磐城大滝名所」〔昭和時代初期〕

いわき健康チャレンジ事業に参加
しよう！！

訪問型の外国人材受け入れ相談を実施

　いわき健康チャレンジ事業では、日頃の運
動や食生活に気を付け、各種けんしんを受診
してポイントをためると、県内の協力店で割
り引きなどの特典が受けられる「ふくしま健
民カード」を取得できます。心身の健康のた
めに積極的に活用しましょう。
▶対象　高校生を除く18歳以上の市内居住者
▶参加方法　同課、各地区保健福祉セン
　ター・公民館・
　協力店などに備
　え付けの台紙に、
　健康づくりの成
　果を記入

　市では、外国人労働者の雇用や技能実習生
の受け入れに関心のある市内事業所に対し、
法令に沿った雇用後の手続きや管理体制につ
いての不安・疑問を解消してもらうことを目
的に、専門知識を持つ相談員が事業所へ訪問
し、面談で相談を行っています。
▶とき　月～金曜日　10時～17時
▶申し込み方法　同課、
　本庁舎１階市民ロ
　ビー、国際交流協会
　などに備え付けの申
　込書（市ホームペー
　ジからも入手可）に
　必要事項を記入し、
　同課へ　でふくしま健民カード

商業労政課労政係　☎22－7478
21－0892健康づくり推進課健康政策係　☎22－7442

秘密は厳守
します。


